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日中国交正常化三十周年を迎えて
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　今年は日中国交正常化30周年にあたる記念すべき年です。こ
の30 年間、両国の友好関係は一歩一歩着実に前進してきてい
ます。
　2002年１月26日、福島県日中友好協会（邊見正治会長）は
日中国交正常化30 周年を記念
した「新春のつどい」を福島市
の杉妻会館で開き、両国関係の
更なる進展を誓いました。福島
県内の各日中友好協会から約
130人が出席し、中国駐日大使
館臨時代理大使の邱国洪氏が
「日中国交正常化三十周年を迎
えて」と題して、日中関係の展
望について記念講演を行いま
した。
　邱臨時代理大使は、両国の現
在の関係について、「教科書問

題や、経済摩擦等の問題はあるが、人的交流は進んでいる。両
国が安定した関係を築くためには人的交流を大切にし、自国の
主張を押し通そうとしないことが大切」と課題を提言したうえ
で、「日中関係は成熟しており、お互いに手を取り、今後はアジ

ア、そして世界の平和と発展の
ために共通の利益を求めよう」
と両国の可能性を語りました。
　講演が終了した後、祝賀懇親
会が行われ、出席者たちは和や
かに歓談しながら、日中関係に
理解を深めていました。
　今年は日中両国挙げての祝
賀行事が各地で開催されるこ
とと思います。この30周年目が
きっかけになり、日中友好関係
の新しいページが開かれます
よう願っております。佐藤知事より国際交流親善大使認証書を受け取る邱代理大使


